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目　標 目標の達成状況（成果）及び新たに生じた課題への取組
（部局での検証とそれに対する取組）

組織目標評価報告書（令和３年度）

部局名： 評価センター 部局長名： 伊藤　武彦

目標に関連する
年度計画の番号 　センター・機構等業務における目標の達成状況

今年度に受審する大学機関別認証評価への対応と併せて、本学の内部質保証体制の整理を行う
とともに、認証評価の受審を通して、教育水準の維持及び向上に役立てる。

教育研究活動等に対する自己点検評価を実施して、改善を促すことにより、内部質保証を機能さ
せるとともに、自己点検評価結果に基づき、国立大学法人評価における中期目標期間評価に係る
報告書の作成を行う。

【84-1】 令和3年度に大学機関別認証評価を受審した結果，大学全体として「適合」の評価を受けることがで
きた。受審の過程で，本学の自己点検・評価の在り方，内部質保証体制の在り方について構造的な
問題点が見出されたので，受審の過程で規程類の整備や実施組織の構築などについて評価セン
ターの立場から取り組んだ。この点で第４期に向けて教育水準の維持及び向上のために資すること
ができたが，自己点検・評価のあり方が問われる中で評価センターの果たすべき役割の再定義と実
施体制の構築が喫緊の課題であることも明らかになったので，第4期における体制整備の基本的枠
組みを検討し，経営戦略会議で承認を得た。

教員活動評価の実施並びに法人評価にかかる年度計画の進捗状況の点検と評価及び中期目標期
間評価にかかる最終報告書の取りまとめの二次検証を行った。これらを通じて評価センターの検証を
基盤に内部質保証を機能させた。

⑤センター・機構等業務
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